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インターネット歴史の一幕： 
地域型ドメイン名の実験プロジェクトから本格運用の開始まで 

大倉 一恵 

1993年のJPNIC発足時より3年間、JPドメイン名割り当て作業部会の主査を務めておりました。本

稿では、その当時のことを振り返りながら、地域型ドメイン名の本格運用開始の経緯についてお

話したいと思います。 

JPドメイン名は、当初第2レベルをAC、CO、GO、OR、ADの五つの属性で運用していました。ところ

が、1992年末から1993年にかけて、「商用ISPの誕生」と「学校へのインターネット導入実験（100校

プロジェクト）」を間近に控え、ドメイン名を取り巻く状況は急変しました。 

●背景：「個人」と「学校」をどうするか？ 

まず直面したのは、「個人」に対して割り当てるドメイン名の問題でした。ドメイン名を希望する個人

に対して、COを割り当てることも検討されましたが、「個人事業者」か否かの判断が困難であるこ

と、希望文字列の衝突が多くなり第3レベルが極端に長くなってしまうこと、CO属性のみ数が突出

するとネームサーバに負荷がかかるという技術的観点からも、無理があると考えられました。 

ほぼ同じ頃、いわゆる「100校プロジェクト」が開始されることがわかりました。「学校」は「AC

（Academic）」にはそぐわず、また「個人」の問題と同様に数の問題、衝突の問題が考えられまし

た。そこで、これらを解決しうる方策として、当時米国ですでに運用されていた地域型ドメイン名の

導入を、早期にめざすこととなったのです。 

●プロジェクト開始までの議論 

地域型ドメイン開始に当たっての議論をいくつかご紹介します。 

1. 「地域」の分け方について 

都道府県、地方、旧国名を使用する意見がありました。郵便番号、電話番号も検討されま

したが、結果的にはドメイン名は文字列であることに本来の意味があること、頻繁に変更が

あることから、JIS区分に従うことになりました。  

2. 地域名の表し方について 

日本には米国のZIPコードに相当するものがなく、コードを独自に作る案もありましたが、わ

かりやすさからフルスペル表記が採用されました。「長すぎる」という問題については、Web

の登場によって近い将来長いアドレスを入力しなくてもよい時代が来るのではないか、とい

う期待がありました。  

3. 学校や役所について 

GOやACのような属性を作ったほうがよいのでは、という意見がありました。これについては

議論が収束せず、とりあえず属性を作らずに始めて、実験期間中に意見を収集し、実際に
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運用開始するまでに調整しようということになりました。  

●実験スタート～運用へ 

1993年12月、都道府県名を第2レベル、市町村区名を第3レベルとする「地域型ドメイン名※1」が、

1年間の実験という形で開始されました。「個人」については、スムーズに割り当てが行われるよう

になりました。しかし、懸念されていた通り、地方公共団体がドメイン名から一見して判断しにくく、

使い難いというご意見を数多くいただきました。そこで検討の結果、新たに地方公共団体属性

（METRO、PREF、CITY、TOWN、VILL、WARD）※2を加えた形で、さらに1年間実験を継続すること

となりました。 

この地方公共団体属性の導入には、JPNICにとってもう一つ利点がありました。それは、インター

ネットが急速に広がりJPNICの申請処理業務が膨大になっていたため、地方公共団体にドメイン

名を割り当てれば、その下部組織はサブドメインとなり事実上処理を委譲できるという点です。そ

の意味でも、国の機関で使用していたGOとはあえて別の文字列を属性に使用しました。 

その後、本運用開始を前に、1995年11月には外部の方を交えて意見交換会が行われ、継続的に

ルール見直しを行っていくことを前提に、1996年4月に、ついに地域型ドメイン名の本運用を開始

することができました。 

●本格運用から今日まで 

地域型ドメイン名は実験期間中に526件の登録が行われ、現在も約3,000件が運用されています。

学校については意見交換会後の議論で、EDドメインの誕生に至りました。「長い」とかなりご批判

も多い地域型ドメインですが、地方公共団体のドメイン名としては、評価していただけているので

はないかと思います。 

最後に、故平原正樹氏をはじめとするドメイン名作業部会メンバーの皆様、実験から運用までに

携わった全ての皆様に心より感謝申し上げます。 

※1 「地域型ドメイン名」の例：東京都新宿区のエグザンプル株式会社の場合  

example.shinjuku.tokyo.jp 

出典元：http://www.nic.ad.jp/ja/dom/types.html#jp-dom 

「JPドメイン名の分類」より  

※2「地方公共団体ドメイン名」の例：  

東京都の場合 

metro.tokyo.jp  

このページを評価してください 

このWebページは役に立ちましたか？ 

役に立った。 
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役に立たなかった。 

どちらとも言えない。 
 
ページの改良点等がございましたら自由にご記入ください。 
このフォームをご利用した場合、ご連絡先の記入がないと、 回答を差し上げられません。 回答が
必要な場合は、 お問い合わせ先 をご利用ください。 
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